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2020年４月号から役員・議員様の事業所を
紹介させていただいています。
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上野商工会議所
ニュース

料金後納

今月の表紙

　当行は、地域金融の円滑化並びに地域創生に向けた
課題解決型コンサルティングの発揮に努め、お客さま
や地域社会との一層の関係強化を図ってきました。上
野支店につきましても、地域の皆さまの温かいご支援、
ご愛顧があり2018年には開店100周年を迎えること
ができ深く感謝しております。
　今後も創立以来受け継がれてきた「堅実経営」をは
じめとした良き伝統を大切にしながら、フロンティア
バンキングの精神のもと、最先端の銀行業務を提供し
地域社会の発展と持続的な成長に貢献していきます。

〒518-0841 伊賀市上野恵美須町1689番地
TEL 0595-23-7105

株式会社百五銀行　上野支店
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第65回新規就職者激励会＆教育セミナー開催
令和５年４月18日㈫

　伊賀管内事業所に今春就職された
新規就職者を対象とした『新規就職者
激励会＆教育セミナー』を4/18（火）、
上野商工会議所と伊賀市商工会との
共催、伊賀市・（公財）日本電信電話
ユーザ協会三重支部後援により開催
し、21事業所45名が出席しました。
　第１部式典の激励会には、来賓に
岡本市長、近森市議会議長をお招き
し、激励のお言葉をいただきました。
その後、伊賀上野ケーブルテレビ㈱
小崎かのんさんが出席者を代表して
誓いの言葉を述べました。
　第２部では、オフィス成旺の中村麗香先生による教育セミナーを開催し、『心に響くビジネスマ
ナー ～ニューノーマルの時代を踏まえて～』として、社会人として厳しい現実に明るく前向きに
立ち向かう精神力や考え方や、身だしなみ・敬語の使い方・電話応対の仕方などビジネスマナー
の基本を実例や実践を交えながら研修いただきました。
　参加者は、緊張しながらも熱心に受講し、『姿勢・敬語の使い方、言葉遣いを学べたので今後の
業務に活かしたい』、『敬語・あいさつ等身近なところから変われる事を教えていただきました』『電
話応対を実際に練習でき少し自信がついたので、これから沢山経験してもっと上手く対応できる
ようになりたい』など、出席者各人がたくさん気づき・学び、社会人としての一歩を踏み出しま
した。

中村麗香先生

激励会の様子

教育セミナーの様子

岡本市長のあいさつ 近森市議会議長のあいさつ田山会頭のあいさつ
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令和５年度伊賀市内事業所への新規就職者一覧表
＜上野商工会議所・伊賀市商工会へ回答があった事業所を集計＞
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伊 賀 市
名 張 市
伊賀地区以外

三
重
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県 外
合　　　計

工 業 関 係
建 設 関 係
交 通 関 係
商 業 関 係
金 融 関 係
サービス関係
そ の 他
合　　　計

（16）
（1）
（0）
（0）
（1）
（3）
（7）
（28）

大 学 院
大 学
短 期 大 学
専 門 学 校
高 等 学 校
その他（非公開含む）

合　　　計

2
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4
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24
12
13
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1
1
0
0
5
59
108
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　岡本栄市長より、令和４年12月20日に当所から提出した「令和５年度市への要望」に対する回答をいただきました。
令和５年度の要望に対する回答の一部を抜粋し、ご紹介させていただきます。（要望と回答の全文は上野商工会議所
HPへ掲載しています。また、文書での閲覧を希望される方は当所までお問い合わせください。）

伊賀市活性化に向けての提言
令和５年度予算等に関する要望の回答

１　産業振興及び雇用促進等、地域創生のための施策の
推進

⑴中小企業及び地域産業の振興策の充実
〈回答〉
【土地利用に関する条例・土地利用基本計画について】
　現行の伊賀市の適正な土地利用に関する条例（「以下、
土地利用条例」）では、工場等の立地について、「工業用
地区域」およびその隣接地（５ha以上の団地に限る）、
名阪国道インターチェンジ１㎞圏内等の「幹線道路沿道
区域（幹線道路地区）」での立地を可能としていますが、
今年度に実施した土地利用条例の見直しにおいて、工場
等の立地については、前述の区域だけでなく、これらの
区域周辺に位置する５ha以上のまとまった工業用地（既
存の工業団地敷地面積を含む場合も可）であれば、特定
開発事業の対象とする緩和措置を講じる見込みです。
　しかしながら、2021年に改定された伊賀市都市マス
タープラン（以下、「都市マスタープラン」）で位置付け
ている土地利用の基本方針では、工業等の産業施設の立
地集積について、「一定のまとまりが見られる既存産業
施設周辺への新たな産業誘致を図る」こととしており、
ご意見のように「１ha以上」に緩和した場合、都市マ
スタープランに掲げる一定のまとまりをもった土地利用
を図ることができませんので、ご理解ください。
　また、ご意見を踏まえ、工場等の立地可能な「幹線道
路沿道区域（幹線道路地区）」を現行の名阪国道インター
チェンジ１㎞圏内から２㎞圏内に拡大したとしても農地

（農用地）や山林、住宅地が広がっており、現実的に工
業用地に適した土地が大幅に増えるとは想定しにくいこ
とから、今回の見直しでは、数量的な拡大ではなく、土
地利用基本計画に示す名阪国道インターチェンジ１㎞圏
の周辺における５ha以上のまとまった工業用地（既存
の工業団地敷地面積を含む）を特定開発事業の対象とし
て、工場用地の整備が可能となるよう緩和措置を講じる
見込みですので、ご理解ください。　　　（都市計画課）

　名阪国道インターより１km以内への工場立地につい
ては、既に、伊賀市工場誘致条例に基づき奨励措置を行っ
ています。また、国や県においても、「地域再生法」や

「地域未来投資促進法」、平成30年度に制定された「生産
性向上特別措置法」に基づく税や補助金の優遇など企業
に対する新たな施策が整備されてきました。
　令和３年６月に「生産性向上特別措置法」は「中小企
業等経営強化法」に移管されましたが、これに基づく優
遇制度については中小企業等の活用も多く、当市では、
固定資産税の特例率を３年間ゼロとする課税標準の特例

を実施してきました。この優遇措置は令和４年度で終了
し、令和５年度から新たな制度が導入されることになっ
ています。貴所におかれましては、「認定経営革新等支
援機関」として、優遇制度を活用する中小企業等に対し
サポートをお願いします。　　　　　　　（商工労働課）

【新たな工業団地の計画及び造成の推進について】
　新たな雇用の創出と人口減少への歯止め、就労機会の
拡大、若者の定住の促進に繋げるため、上野南部丘陵地
へ民間開発事業者を誘致し、民間主導による新たな産業
用地計画を推進しています。
　事業の進捗につきましては、最優先エリア内の未同意
地について、概ね目途がつき、次のステップである、開
発に向けた許認可の手続きを進めております。今後は円
滑に許認可が取得できるよう、市として側面的にサポー
トしていきます。
　また、立地企業の確保に向けては、継続的に市内外の
企業を対象に意向調査や企業訪問を行い、立地企業の誘
致活動を積極的に進めていきたいと考えております。
　特に市内で操業いただいている企業様につきまして
は、当市内で拡張等用地の確保ができるように市として
も取り組んでいきます。　　　　　　（企業用地整備課）

【資源原材料価格高騰等による支援策について】
　原油価格高騰に基づく各種燃料、原材料の高騰に対し
ては、国・県からの支援制度が設けられていますが、そ
れらの動向を見極めたうえで、中小企業・小規模事業者
に限らず、市全体への支援を検討していく方針です。
　なお、国・県からの支援を受けられていないLPガス
料金については、令和５年度に中小企業・小規模事業者
を含めた市内利用者に対し、料金負担軽減支援策を実施
します。　　　　　　　　　　　　　　　（商工労働課）

　令和４年度においては、市民生活への物価高騰の影響
緩和や、原油価格等の高騰を受ける事業者等への支援策
として、水道基本料金の減免を４か月間実施いたしまし
た。このたび減免制度の実施期間延長及び更なる水道料
金の低減など支援策の創設についてご要望いただきまし
たが、水道事業の主な財源は水道料金であり、制度の延
長やこれ以上の料金低減などの支援策を行うことは難し
いと考えておりますが、中小企業及び地域産業の振興の
ために、社会情勢等の動向をふまえ今後においても検討
してまいります。　　　　　　　　　　　　　（営業課）

⑵雇用確保のための施策の強化及び支援施策の拡充
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〈回答〉
【地元企業への就労の向上施策の拡充について】
　当市では、貴所や関係機関と連携し、地元での就職を
希望する学生や求職者に対し、企業等との情報交換の場
として、「合同就職セミナー」を開催しています。令和
４年度は３月に３年ぶりに対面で開催しました。このセ
ミナーはU・J・Iターンを進めていく上でも重要なもの
ですので、貴所にU・J・Iターン促進事業負担金として
支援をしています。
　さらに、貴所や関係機関で構成する労務対策協議会で
は、伊賀管内の企業情報を掲載した企業ガイドブックを
毎年発刊しており、当市ではこのガイドブックを成人式
に出席された新成人全員に対し配布するなど、あらゆる
場面において市内の企業情報や就職セミナー等の情報発
信を行っています。このガイドブックは地元学生等が企
業情報を入手する上で必要なもので、地元の就職につな
がる貴重なツールでもあるので、市も協議会事務局であ
る貴所に対して一定の支援をしています。
　インターネットやSNSが普及し、求職者の情報収集の
方法が変わっていく中で、後は上記の事業にとどまらず、
時代の変化に伴って変化する学生・求職者・企業のニー
ズを捉えた事業を行いU・J・Iターンの促進・地元企業
への就労向上施策の拡充をする必要があると考えており
ますので貴所におかれましても積極的な取り組みをお願
いします。　　　　　　　　　　　　　　（商工労働課）

【特別奨学金制度の創設について】
　当奨学金等の貸与を受けて就学した者が、市内に定住
し、当市内または定住自立圏内の企業等に就労する場合
に、奨学金等の返還額の一部を支援する制度を令和５年
度から行います。　　　　　　　　　　　（地域創生課）

　三重県事業になりますが、一部の地域に居住すれば奨
学金の返還額の一部が補助される「三重県地域と若者の
未来を拓く学生奨学金返還支援事業」という制度があり、
当市の一部地域も指定されています。　　（商工労働課）

【多様な雇用の確保のための支援の創設について】
　新たな助成制度の創設は、市の財政状況から困難です
が、事業者の需要に照らし合わせ、予算の枠組みの変更
等、現行制度の見直しにより限られた財源をより効果的
に活用できるよう貴所とともに検討していきたいと考え
ます。国には両立支援助成金などの制度がありますので、
そちらをご活用ください。
　また、当市では、平成27年11月に設立した伊賀市人権
学習企業等連絡会の会員企業を対象に、いまだ根強く
残っている「性別役割分担意識」の改善を図るべく「イ
クボス講座」や「働き方改革」につながる講座を開催し、
企業及び団体がよりよい職場環境の形成に向けて自主的
に活動できるよう支援しています。
　さらに、伊賀市総合評価方式の入札の際には育休制度
の整備など次世代育成支援活動を行っている企業につい
ては価格以外の要素も含めて総合的に評価しています。
　貴所におかれましても、貴所会員企業に対し伊賀市人
権学習企業等連絡会への加入を促進いただくとともに、

先述の両立支援助成金などの国の様々な支援策の情報提
供などを連携して行い、すべての働く人に対するワーク
ライフバランスの啓発に努めていただきますようお願い
します。　　　　　　　　　　　　　　　（商工労働課）

　労働者の職業選択や能力開発に関する相談・助言を行
うキャリアコンサルタントは、企業等の人事・教育部門
や、教育機関、公的な職業紹介・就業支援機関、人材紹
介・人材派遣会社など、幅広い分野での活躍が期待され
ています。また、少子高齢化・人口減少、コロナ禍といっ
た経済・社会・環境をめぐる様々な課題を解決するため
に、多様な主体との連携により、誰一人取り残さない持
続可能なまちづくりを進めていかなければなりません。
　当市では、総合計画の分野別施策の一つに「誰もが働
きやすく、働く意欲が持てる」を掲げ、きめ細やかな就
労支援や職業相談に取り組み、労働需給のマッチングを
図ることとしています。
　この施策のあるべき姿を実現させるためには、市民一
人ひとりが、自分の適性や能力などを理解するとともに、
この地域の仕事を知ることにより、それぞれのライフス
テージの各段階で、自分にあった仕事を自分で選べるこ
とが大切です。
多様化する働き方に対応していくためには、行政だけで
なく、貴所をはじめとする様々な関係機関が連携・協力
しながら、それぞれの特性を活かしたきめ細やかな相談
や支援に取り組む必要があると考えます。（総合政策課）

⑶中心市街地活性化の促進
〈回答〉【「第２期中心市街地活性化計画の延長」について】
　旧上野市庁舎の活用と新たな忍者体験施設整備を核と
する「にぎわい忍者回廊整備事業」がPFI事業として動
き出しましたが、令和７年度の大阪・関西万博を見据え、
伊賀市の中心市街地活性化についても「にぎわい忍者回
廊整備事業」を中心とした「第３期伊賀市中心市街地活
性化基本計画」の策定に取り掛かる必要があります。第
３期計画の策定の間、令和５年３月末を期限とする第２
期計画については２年間の延長を行うよう手続きを進め
ています。　　　　　　　　　　　（中心市街地推進課）

【旧市庁舎等の総合的な利活用（にぎわい忍者回廊事業）
の推進について】
　旧上野市庁舎の利活用は、「伊賀市にぎわい忍者回廊
整備（忍者体験施設等整備）に関するPFI事業」として、
民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関
する法律（通称：PFI法）に基づく事業として推進して
います。
　同事業は2022（令和４）年９月30日の議会議決による
事業契約の成立に伴い、特別目的会社（SPC）である㈱
伊賀市にぎわいパートナーズに事業権を移行しており、
現在はSPCが企画・設計業務を進めているところです。
　要望の物産機能や市民や観光客が憩う場、多機能トイ
レの設置については、事業者募集に際して市が公表した
要求水準書に提供するサービスの水準を定めており、こ
れを満たす企画提案書が提出されていることから、市街
地の回遊促進に向けそれぞれ適切に設置される予定です。
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　なお、事業の進捗状況の確認や説明等に関し、これま
では市として機会をとらえて説明の場を設けてきました
が、契約成立後は事業権の移行に伴いSPCが行うものと
なります。
　貴所におかれましては、PFI事業者による企画提案提
出の際に関心表明書を提出されていることから、今後具
体的な協議を進め、PFI関連事業やその他新たな事業の
実施に主体的に取り組まれることと存じます。引き続き
公民一体となり活性化に取り組んでまいりたいと考えて
います。　　　　　　　　　　　　（中心市街地推進課）

２　観光立市に向けた観光振興の促進
⑴ユネスコ無形文化遺産に登録された「上野天神祭のダ
ンジリ行事」による更なる観光推進の強化

〈回答〉　上野天神祭については、全国から集客が見込め
る行事と考えており、今後も引き続き、伊賀市観光公式
HPでの発信に加え、各イベント情報誌への情報提供な
どを行い誘客に努めていきます。また、旅行会社などへ
旅行商品造成に向けた情報提供を積極的に行っていきた
いと考えています。
　運営体制については、市行政主導の運営組織では、な
かなか自分事としてとらえることが難しく、上野天神祭
地域振興実行委員会の構成団体、一般市民、市内企業、
高校、NPO、住民自治協議会、また観光地域づくり法
人（DMO）などあらゆる主体が運営に関わっていくこ
とで「世界に誇れる市民の祭」という意識が芽生えてく
るのではないかと思います。民間主導の組織運営づくり
について貴所のリーダーシップに期待いたします。

（観光戦略課）

　当市では、伝統文化の保存・継承という視点から、上
野文化美術保存会に対し、上野天神祭のダンジリ行事継
承事業交付金を交付しています。近年はコロナ禍におけ
る運営も検討・対応いただき、組織強化や後進育成のほ
か情報発信にも力を入れて活用いただきました。
　なお、当該交付金につきましては、今年度、事務事業
レビューを受け、その結果に対し伊賀市行政事務事業評
価審査委員会での審査を経て、交付金のあり方について
意見をいただいたところです。今後はその意見を踏まえ、
説明責任を果たせるよう仕組みを検討しながら、ダンジ
リ行事の技術の保存継承につながるよう支援していきま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　（文化振興課）

⑵観光客受け入れ施設等の拡充
〈回答〉【まちなかへの観光客誘導施策について】
　PFI事業として取り組むにぎわい忍者回廊整備事業
は、市街地エリアを点ではなく面として捉え、エリアマ
ネジメントの視点を取り入れた回遊促進によるにぎわい
創出を目指すものです。今後の施設の開業を見据え、事
業主体であるSPCとも協議しながら具体的な検討を進め
ていきたいと考えています。　　　　　　（観光戦略課）

【新芭蕉記念館について】
　当市では令和５年度から、新しい芭蕉翁記念館の機能
も含めた美術博物館の整備について検討を進めていこう

と考えています。
　その中で、蓑虫庵や史跡芭蕉翁生家などの芭蕉翁関連
施設との連携についても検討していければと考えていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　（文化振興課）

【外国人を含む観光客向けの環境整備について】
　回遊性向上に向けた観光プログラムや観光客向けの
マップ等については、中心市街地活性化協議会、伊賀
上野DMOとともに取り組んでいますが、今後はDXと
SDGsの推進が、観光客、とりわけインバウンド回復の
カギになると考えます。
　にぎわい忍者回廊整備事業により新たな移動方法の構
築などを民間事業者と進めていきますが、課題となって
いる魅力ある店づくり、スマート決済の導入などについ
ても、貴所や民間事業者による取り組みをお願いします。

（中心市街地推進課）

⑶伊賀の物産を広く発信するため、新商品開発への補助
金制度の創設

〈回答〉　貴所も事務局を担っていただいている伊賀ブラ
ンド推進協議会に対する支援を継続的に行い、新商品開
発・既存産品のブラッシュアップ・販路拡大に繋がるよ
う推進します。
　また、伊賀市起業･事業承継促進事業補助金の充実を
図り、新商品開発に繋がるような起業や設備投資に対し、
支援を行っていく方針です。貴所におかれましても、こ
れらの補助金・助成金制度への申請等の積極的なサポー
トをお願いします。　　　　　　　　　　（商工労働課）

⑷NTT西日本伊賀上野ビル壁面を活用した「忍者モニュ
メント」設置の早期実現

〈回答〉　ウイズコロナ、アフターコロナに対応できる着
地整備を進めているところです。
　ご提案いただいたNTT西日本伊賀上野ビルの壁面利
活用につきましては、話題性はあると考えていますが、
誘客の手段となりうるかをマーケティングデータ等から
判断してまいりたいと考えています。また事業を進める
にあたっては、行政主導で進めるのではなく、市民や関
係団体等の理解を得ながら、民間活力も導入しつつ効果
的なものにしていきたいと考えています。過去には若者
会議によるプロジェクションマッピングを試験的に実施
しました。にぎわい忍者回廊プロジェクトが本格的に始
動したことから、エリアマネジメントを公民連携で行っ
ていく民間事業者等とも協議しながらより効果が得られ
る施策を検討してまいりたいと存じます。（観光戦略課）

⑸観光誘客に繋がる未利用施設の活用促進
〈回答〉　上野公園から城下町エリアを結ぶ導線を「にぎ
わい忍者回廊」と位置づけ、忍者体験施設整備事業や旧
上野市庁舎整備事業を主軸に市街地をエリアマネジメン
トの視点で検討し、施設単体ではなく面で複数の課題に
対して包括的にまた、早急に取り組んでまいりたいと考
えています。事業推進にあたっては、将来の財政負担な
ども考慮し、民間活力を積極的に活用しながら進めてま
いります。　　　　　　　　　　　　　　（観光戦略課）
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　空き家・空き店舗を城下町の資源としてとらえ、観光
誘客につながる店舗等の新規出店を促し、エリアマネジ
メントに取り組むことは市街地活性化において最も重要
な取り組みと考えます。
　空き店舗活用を進めるためには、空き家オーナーの理
解と、出店する事業者の掘り起こしが課題となっている
ため、公民一体による空き店舗活用のプラットフォーム
づくりが必要と考えます。　　　　（中心市街地推進課）

⑹観光地域づくり法人（DMO）による事業連携の推進、
専任職員の確保

〈回答〉　観光地域づくり法人（DMO）の体制強化や事
業推進については、貴所、伊賀市商工会、（一社）伊賀
上野観光協会、伊賀市のトップ会議において４者が連携
して必要な調査研究や計画づくりを進めていくと合意い
ただき、以降、伊賀上野観光協会DMO推進プロジェク
トチーム及びワーキンググループにおいて事業検討や
事業実施を役割分担のもと進めている状況であるのは
ご承知いただいていると存じます。貴所におかれては、
DMOを構成する一員として積極的な企画提案や事業推
進に向けてご尽力いただきますようお願いします。
　なお、今後、DMOの体制強化を図る上では専任人材
が必要不可欠であると考えており、令和５年度には、総
務省の地域おこし協力隊制度を活用し専任職員を２名確
保する予定となっております。行政としても人的、資金
的支援をこれまでどおり行ってまいりたいと考えていま
すので、貴所においてもご尽力賜りますようお願いしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　（観光戦略課）

⑺遠足・修学旅行等の教育旅行での昼食等、受け入れ場
所の提供

〈回答〉　教育旅行における昼食の多くはお弁当持参が多
く、晴天の場合は上野公園内にて昼食をとっていただい
ています。
　学校によっては直接交渉の上、市内の小学校等の体育
館を利用されている場合もあると聞いておりますが、コ
ロナ禍においては受け入れる各学校の判断にゆだねざる
を得ないと考えています。
　今後は、受け入れ人数にもよりますが、例えば赤井家
住宅に市内の飲食店からお弁当を配達いただいて召し上
がっていただくのも一考だと考えています。
　貴所に置かれましても、ハイトピア伊賀3階のスペー
スを活用し、貴所会員事業所とコラボした教育旅行にお
ける昼食提供事業等をご検討いただきますようお願いし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　（観光戦略課）

⑻名阪上野ドライブインに代わる新たな物販拠点の設置
〈回答〉　貴所や観光協会とも連携して市内にIGAMONO
コーナーを増設するなど、新たな拠点の確保に努めます。
　また、当市には、道の駅あやまと道の駅いががあり、
これらの施設をさらに利活用いただくようPRしていき
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　（商工労働課）

３　社会基盤の整備及び維持管理

⑴社会基盤の整備
〈回答〉【国道368号線の渋滞緩和及び安全確保について】
　国道368号の４車線化は三重県が事業主体となって進
めており、伊賀市の名阪国道上野インターチェンジと名
張市の国道165号を結ぶ約14.2km区間において、渋滞解
消に取り組まれています。 
　伊賀市内では、名阪国道上野インターチェンジから菖
蒲池２交差点までの5.1km区間で４車線化が進められて
おり、現在までの進捗としては、菖蒲池２交差点から新
岡波総合病院の進入口となる上之庄南交差点までは整備
が完了しています。
　現在、大内橋上部工に着手しており、上之庄南交差点
から大内橋までの整備は、令和７年度に完成する予定で
進捗しています。 
　なお、名阪国道上野インター改良につきましても、引
き続き県に要望していきます。　　　　　（建設管理課）

【近鉄伊賀神戸駅前の開発の促進について】
　以前は、駅近隣の民有地を借り上げ、民間企業の従業
員送迎用のバスの転回及び待機場所の確保を行っていま
したが、現在は賃貸借契約を解除し、ロータリーの設置
とともに近隣土地所有者のご理解を得るに至っておりま
せん。現時点では難しいと考えています。（都市計画課）

⑵将来への交通基盤の整備計画の策定
〈回答〉
【JR関西本線伊賀上野駅・柘植駅間の電化促進について】
　関西本線の活性化・存続のため、利用促進に係る取り
組みを進めているところですが、利用者の増加を図るた
めには、利便性・快適性の向上が必要であると考えてい
ます。
　現在、伊賀鉄道とJR関西本線との相互乗り入れの検
討を進めているところですが、利便性向上のため様々な
可能性を検証し、必要な整備についてJR西日本と連携
を取って進めたいと考えています。　　　（交通政策課）

【名神名阪連絡道路について】
　名神名阪連絡道路は、名神高速道路から新名神高速道
路を経由し、名阪国道及び国道165号を南北に結ぶ道路
です。
　昨年４月１日には、国より重要物流道路候補路線とし
て名神高速道路の八日市ＩＣ付近を起点に名阪国道の上
柘植ＩＣ付近までの南北およそ30kmが「候補路線」指
定されました。また、そのうちの上柘植インター付近か
ら甲賀市土山町の国道1号付近までが「計画区間」にも
指定されています。
　昨年11月16日には、滋賀県庁において三重県と滋賀県
合同で有識者委員会を立ち上げられました。地域特性・
道路交通課題・地域の将来像・政策目標・意見聴取方法
について協議されています。それを受け、伊賀市内では

「道の駅いが」で意見聴取と地元等に対する住民説明会
を西柘植地区市民センター（旧ふるさと会館いが）で開
催しました。
　当市としては、今後、期成同盟会と共に新規事業化に
向け、今がまさに最も重要となる局面であり、沿線地域
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全体がルート帯の決定に対し、相互理解と協力を進め、
早期にルートの絞り込みが行われるよう取り組む必要が
あります。
　今後も引き続きしっかりと要望してまいりますので、
ご協力をお願いします。　　　　　　　　（建設管理課）

⑶公共交通ネットワークの充実
〈回答〉　これまで、既存の鉄道路線やバス路線を中心に
公共交通ネットワークの形成に努めてきましたが、少子
化や車への依存等による利用者の減少、バス運転士の不
足等により現状維持が難しくなってきています。
　現在、島ヶ原地区をモデル地区として、デマンド運行
等新しい運行方法の導入検討を進めており、令和５年度
中を予定している導入以降は事業の検証を進め、他地区
への展開も含めて交通手段の検討を進めます。

（交通政策課）

⑷伊賀鉄道の利用促進
〈回答〉　令和４年７月～ 10月の期間を「公共交通機関
利用促進期間」と位置づけ、この期間を中心に、市職員
のみならず、沿線企業や団体の通勤利用の拡大、市民の
皆さんへの利用啓発を実施したところです。
　また、伊賀鉄道につきましては交通系ICカードの導
入を令和５年度中に予定しており、域内のみならず圏域
外からお越しいただく方々も含めた利便性の向上を図っ
てまいります。
　貴所の職員はじめ会員の皆様におかれましても、利用
促進にご理解ご協力のほど、よろしくお願いします。

（交通政策課）

⑸国県市道の維持管理
〈回答〉　当市では、道路環境の保全のため、主要幹線道
路の路肩部の除草作業を例年定期的に実施しております。
　道路除草については、限りある予算の中で道路の周辺
環境や交通状況から緊急度や優先度を勘案して、道路管
理上の必要な区間において実施していますので、ご理解
くださいますようお願いします。
　道路舗装の補修について、大規模な改修が必要な路線
については修繕計画に上げ、国庫補事業等を活用して毎
年計画的に実施しています。なお、令和３年度は11路線、
2.7km、令和４年度は、19路線、7.2kmの舗装修繕を実
施しました。　　　　　　　　　　　　　（道路河川課）

４　公共工事発注制度の改善及び防災対策の強化
⑴地元企業存続のための公共工事発注制度の改善
〈回答〉【公共工事予算の確保について】
　今後も社会資本整備総合交付金事業、道路メンテナン
ス事業、緊急浚渫推進事業債、緊急自然災害防止対策事
業債等の有利な財源を活用することで予算を確保し、安
定的な公共工事の発注に努めます。（道路河川課）

　農業生産活動の基盤となる農業水路等水利施設の機能
を安定的に発揮できるよう長寿命化対策において、水路
等農業施設の修繕及び更新工事を実施しています。
　また、防災減災対策においては、ため池のボーリング

調査（耐震豪雨劣化診断及び解析）を実施し改修工事が
必要と判断された、ため池の中から被害が甚大となる池
より市が順次実施計画の策定を行い実施計画策定後は県
営事業に引継ぎ改修工事を実施しています。
　昨年度と同様に当初予算額に加えて、国補正予算にお
いて土地改良事業費に約２億円を計上するなど令和５年
度予算と一体的に執行する計画としており、今後も国・
県の動向を注視し財源の確保を行い計画的・継続的な事
業実施に努めます。　　　　　　　　　　（農村整備課）

【建設資材等の高騰に対するスライド条項の適用について】
　伊賀市におけるスライド条項については国土交通省及
び三重県に準拠し、伊賀市建設工事標準請負契約約款に
より適切に対応を行っています。また、建設資材等の高
騰に対する単品スライドについては、設計時点及び価格
変動後の単価を基準とした計算式により適用を行ってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　（契約監理課）

【伊賀市公共施設等の利活用に関する民間提案制度にお
ける地元事業者への配慮の必要性について】
　公共施設等の利活用に関する民間提案制度は、2021年
３月に策定した伊賀市公民連携（PPP）ガイドラインの

「民間からの提案の活用」という方針に基づき、2022年
度に導入いたしました。また、今回の民間提案制度の公
募の内容等については、市政における政策課題・重要事
項の基本的な方向付け及び政策の最終意思決定機関であ
る総合政策会議に諮り、了承を得て実施したものです。
　以上のことから、今回の民間提案制度については、産
業振興部・建設部はもとより全庁的な合意のもと実施し
たものであります。
　なお、事業者の選定時の審査については、地元事業者
の育成等に最大限配慮する必要があるため、同じレベル
の提案であれば地元事業者が有利になるような配点にし
ております。　　　　　　　　　　　　　（資産経営課）

⑵全国各地で発生している水害や土砂崩れ等への対策
強化

〈回答〉
【市の防災・減災対策について】
　減災対策として、木津川上流部において、平成28年よ
り近年頻発する浸水被害に対して、主な課題を抽出し「逃
す、防ぐ、回復する」ことに主眼を置き、木津川上流部
大規模水害・土砂災害に関する減災対策協議会が、ハー
ド・ソフト対策を一体的、計画的に推進してきました。 
　また、気候変動による水害の激甚化・頻発化に備え、
流域において、あらゆる関係者が協働して流域全体で水
害の軽減を図るため、淀川水系流域治水プロジェクト（構
成員：当市を含め20団体）を取りまとめていますので、
引き続き防災や減災に努めていきます。 
　新服部橋付近の河床掘削につきましては、近畿地方整
備局木津川上流河川事務所に確認いたしますと、平成28
年度から木津川、服部川、柘植川の河道掘削を下流側か
ら実施しており、令和３年度末で約37万立方メートルを
掘削し、引き続き継続的に実施していくとのことでした。
また、堤防強化の必要な箇所については、令和３年度を
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もって終了しているとのことであり、引き続き国や県に
河床掘削等を要望していきます。　　　　（建設管理課）

　当市では、令和２年度に創設された国の『緊急浚渫推
進事業債』を活用して、市の管理する河川を対象に計画
的に河床掘削を行い流下能力の維持・向上を図ってお
り、令和４年度は、12河川の浚渫と１河川の竹木伐採を
行っています。今後も国や県との連携を図り、総合的な
治水対策に努めてまいります。　　　　　（道路河川課）

【国・県との連携強化による市民の安心・安全確保について】
　近年、気候変動の影響や社会状況が変化することを踏
まえ、市域内主要河川木津川、服部川、柘植川にある各
支流を含め、治水事業効果を発揮させるには、国、県と
市におけるハード、ソフト面の密な連携が重要と考えま
す。河道掘削、上野遊水地、川上ダムの要望はもとより、
今後も関係する同盟会、協議会の活動や、合同訓練の開
催など、様々な機会を通じて更なる連携強化に努め、協
働して流域全体での治水対策を図ります。（建設管理課）

５　中小企業・小規模企業振興事業費補助及び商店街活
性化等の事業補助金等の拡充

⑴中小企業相談業務負担金の拡充
⑵商工会議所事業補助金の拡充
⑶中心市街地等商店街活性化事業費補助金等の事業支援
及び助成の拡充
⑷IT（情報）関連補助金の推進
〈回答〉　当市の財政状況から助成の拡充は困難ですが、
予算の枠組みの変更等により、限られた財源をより効果
的に活用できるよう貴所とともに支援策を検討していき
たいと考えます。また、国や県においても様々な支援策
が講じられていますので、貴所に置かれましても事業者
に対し積極的な情報提供をお願いします。（商工労働課）

６　ポストコロナ、資源原材料価格の高騰、急激な円安
の影響を見据えた中小企業・小規模事業者への継続
支援及び状況に応じた消費喚起

⑴金融支援制度の継続・拡充
〈回答〉　当市の財政状況から助成の拡充は困難ですが、
予算の枠組みの変更等により、限られた財源をより効果
的に活用できるよう貴所とともに支援策を検討していき
たいと考えます。　　　　　　　　　　　（商工労働課）

⑵影響が長期化しているなか、事業継続・雇用維持・地
域活性化・安心安全な市民生活の確保等を図るため、
引き続き行政と市内金融機関との幅広い連携とさらな
る協力関係の構築

〈回答〉　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化して
いる中で、今後も金融機関や貴所を始め、関係機関との
連携を強化していきたいと考えていますので、ご協力を
お願いします。　　　　　　　　　　　　（商工労働課）

⑶金融リテラシーの向上に向けた行政、教育機関、各企
業との連携促進

〈回答〉　令和４年度から成年年齢が引き下げられたこと

で、今後の契約などの場面で被害に遭わない、また犯罪
に巻き込まれないよう、契約の重要性や消費者の権利と
責任等を伝える場が必要であると考えています。
　このことから、若い世代における消費者教育推進のた
め、関係部署と連携して市内の高等学校等に出向いて、
消費生活講座を実施しています。　　　　（生涯学習課）

⑷幅広い事業者を対象としたポストコロナ、資源原材料
価格高騰への支援策の創設

〈回答〉　原油価格高騰に基づく各種燃料、原材料の高騰
に対しては、国・県からの支援制度が設けられています
が、それらの動向を見極めたうえで、中小企業・小規模
事業者に限らず、市全体への支援を検討していく方針です。
　貴所におかれましても、どのような業種の企業がどれ
くらいの割合でどれくらいの影響を受けているか等詳細
な景況調査等を行っていただくようお願いします。

（商工労働課）

⑸幅広い事業者を対象とした消費意欲を喚起する施策の
実施

〈回答〉　消費意欲喚起については、昨今の経済動向から
も対策が必要であると考えています。令和４年度に貴所
も実行委員会の一員となり実施いただいた「キャッシュ
レス決済ポイント還元キャンペーン事業」や「プレミア
ム付商品券事業」についても、次年度以降も実施可能か
どうか検証いただきたいと考えています。（商工労働課）

７　その他
⑴市役所の証明窓口（戸籍住民課、課税課、収税課）業
務時間延長日数の増加

〈回答〉　現在、毎週木曜日のみ午後７時30分まで窓口延
長させていただいております。さらに、住民票や印鑑証
明等、マイナンバーカードを利用して、近くのコンビニ
エンスストアに設置のキオスク端末から簡単に取得でき
るほか、令和４年10月からは、これまでの郵便による証
明申請サービスに加え、スマートフォン等による電子申
請を開始するなど、窓口での発行以外の手法を拡充し、
市民の皆さんが、いつでもどこでも簡単に利用いただけ
るよう努めております。　　　　　　　　　　（住民課）

　税証明書の交付については、郵送申請に加え、令和４
年10月からスマートフォン等による電子申請を開始し、
昼間、来庁できない市民の利便性の向上を図るとともに、
コロナ禍による非接触型の運営を拡大してきました。
　また、来年度から実証実験を予定している窓口業務外
部委託での検証を踏まえ、今後の窓口運営を検討してき
たいと考えています。　　　　　　　　　　　（収税課）

⑵マイナンバーカード時間外申請及び時間外受取の日数
の増加

〈回答〉　カードの申請については、木曜日は午後７時ま
で、月に４日の休日に時間外窓口を設置しています。
　時間外受取については、マイナポイントの申請期限が
延長されたことから、状況に応じて時間外受取の日数を
検討いたします。　　　　　　　　　　　　　（住民課）
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会議所の動き会議所の動き

自動車税種別割は5月31日までに納めましょう

お問合せ：三重県伊賀県税事務所（☎0595-24-8020）平日8：30～ 17：00
納 付 期 限：令和５年５月31日（水）

　三重県伊賀県税事務所からのお知らせです。
　自動車税種別割は、県民の方にとって最も身近な税金であり、県の貴重な財源でもあります。
金融機関や、主なコンビニエンスストアのほか、MMK端末を設置しているスーパーやドラッグストアでも
納めていただくことができます。お仕事等で平日に自動車税種別割を納付できない方も、コンビニエンスス
トア等では、休日、夜間を問わず納付できますのでご利用ください。
　なお、納付の際は、お手元に郵送されました納税通知書が必要になりますので、必ずご持参ください。
　また、クレジットカードやスマートフォン決済アプリでも納付することができます（クレジットカードは
インターネットを利用する場合に限ります）。
　納税証明書は車検時に必要でしたが、納税確認の電子化にともない、納税証明
書の提示が省略できるようになりました。

青年部だより

伊賀の里歴史ウォーキング　４月２日㈰

４月例会『令和５年度上野商工会議所青年部通常総会』開催　４月12日㈬

　JR関西本線の利用促進と沿線の魅力を知っていた
だく為、ウォーキングを開催致しました。
　今年は国の登録有形文化財である『開化寺』→両側
に竹がそびえたち、凛とした静けさがある『小六坂』
→現存する小学校校舎としては三重県でもっとも古い
建物である『旧小田小学校本館』→『鎌田製菓店』→
伊賀市の指定文化財である『伊賀上野城』→国の重要
文化財である『俳聖殿』などの史跡を巡るコースでした。
　当日は、天候も良く、桜が咲き乱れ、スタッフ合わ
せ約40名の方にご参加いただき、班ごとにいがうえの
語り部の方の説明を受けながらウォーキングをして頂
き、参加者一同、春を感じられる一日となりました。

　ハイトピア伊賀３階にて通常総会（４月例会）を開
催し、すべての議案が慎重審議のうえ承認され、スロー
ガンを “当事者たれ～いざ行かん！変革のその先へ‼～”
とし西尾会長体制の２年目となる令和５年度がスター
トしました。社会のさまざまな事柄に当事者意識を持
ち、青年経済人として困難に立ち向かい、また周辺地
域を巻き込むような事業を開催し、愛される団体とな

るよう活動してまいります。
　上野商工会議所青年部では新入会員を随時募集して
います。伊賀で事業を行っている方で知り合いがいな
くて困っている、伊賀にもっともっと仲間を増やした
い、そんな悩みを持った方をお知りの人は、お気軽に
事務局へご紹介下さい。

西尾会長のあいさつ 創立35年目を迎える青年部を宜しくお願いいたします！
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アクサ生命保険株式会社
四日市支社　津営業所　上野分室　
〒���-���� 伊賀市上野丸之内��� ハイトピア伊賀�F　 
TEL ����-��-���� 

会議所の新しい仲間です （令和４年10月26日～令和５年３月８日） （敬称略）

食品加工・販売
自動車販売・修理
アパレル
飲食業
飲食業

伊賀市上野車坂町905
伊賀市佐那具町265-1
伊賀市千歳1996-158
伊賀市問屋町61
伊賀市小田町236-1

森永　幸佑
前川　正明
田中　理佐
山本　周祐
刘　　炳涛

食品工業
交通運輸
商 業
観 光
観 光

㈱Mインターナショナル
前川自動車
OFFICIAL TRAINEE
WDOG ENTERTAINMENT
味神館

部 会 名 事 業 所 名 代表者名 住　　　　　所 業　　　　　種

1,554件（内特別会員120件） 54.77%2,618件上野商工会議所　会員の動き 令和５年３月末会員数 組織率商工業者数

４月１日付で入所しました。よろしくお願いいたします。

観光・まちづくり課
経営支援員
上山　晃弘

相談・支援課
経営支援員
木村　結洋

総務課
坂　穂澄

地域の方から信頼され、活性化に
貢献できるよう取り組んでいきま
すので、よろしくお願い致します。

会員事業所の皆様に支援を行う上
で、お客様から信頼されるような
職員になれるよう、日々頑張って
いきたいと思いますので、どうぞ
宜しくお願い致します。

社会人として一日も早く仕事を覚
え、皆様のサポートができるよう
に努めてまいりますので、よろし
くお願い致します。

新入職員紹介
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お役に立ちます！中小企業相談所
商工会議所サービス情報！！ 相談はいつでもどこでも…

税
務

労
務

経
営

　持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者等の地道な販路開拓等の取り組みや、
業務効率化の取り組みを支援するため、それに要する経費の一部を補助します。

（補助対象となる事業の例）
◦看板を新しくして新規のお客様を呼びたい！　　◦ホームページを作成してPRしたい！
◦新たなサービスをチラシや広告で宣伝したい！　◦新商品開発のための機械を導入したい！
◦ECサイトを作成してWEB販売に取り組みたい！

…など、販路開拓のための様々な事業に利用いただけます。

　通常枠に加えて、賃金引上げ枠・卒業枠・後継者支援枠・創業枠・といった環境変化に関する
取組への支援が設けられています。また、インボイス特例の要件を満たす場合は、補助上限額に
50万円上乗せされます。

申請方法　電子申請または郵送による提出となります。申請には、商工会議所の交付する事業支
援計画書の添付が必要となります。申請をお考えの方は、まずは上野商工会議所までご相談くだ
さい。
12回目受付〆切分提出期限　６月１日（木）　※消印有効
※事業支援計画書交付の受付〆切は５月25日（木）まで

　エネルギー価格等高騰の影響を緩和するために実施する、施設・設備の省エネルギー化・効率
化や完全自己消費型再生可能エネルギー機器の導入などの経営向上に向けた取組を支援します。

（補助対象となる事業の例）
（１）省エネルギー機器や完全自己消費用再生可能エネルギー装置の導入等による生産性向上
（２）省力化・作業効率化・生産能力増強等のための設備導入による生産性向上
（３）ＤＸの導入による生産性向上
（４）サプライチェーンの強靭化のための部素材の内製化、製造工程の見直し等の事業再構築
（５）需要が見込める分野にシフトして収益の柱を作る事業再構築
（６）新商品・新サービスの開発、新事業の立ち上げ等による事業再構築
（７）新たな需要が見込める既存商品のブランド力強化による販路開拓
（８）新たな顧客層の掘り起こしにつなげるための販路開拓
（９）その他エネルギー価格等の高騰の影響に対応するための取組

…など、生産性向上・業態転換のための様々な事業に利用いただけます。

補助率　補助対象経費の２分の１
補助限度額　10万円（下限）～ 200万円（上限）
申請方法　郵送による提出
公募期限　５月31日（水）　※消印有効
問合せ先　059-253-1281　※詳細は三重県ホームページをご覧ください。

第２回三重県エネルギー価格等高騰対応 生産性向上・業態転換支援補助金

小規模事業者持続化補助金

類型 通常枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠

補助率 2/3 2/3（赤字事業者は3/4） 2/3 2/3 2/3

補助上限 50万円 200万円 200万円 200万円 200万円
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伊賀連携フィールド2022年度

新車・車検・タイヤ・保険・鈑金

車に優しい思いやり 愛と誠実車に優しい思いやり 愛と誠実
三重県伊賀市小田町743-2

ぎゅーとらさんパワーさん

　国際忍者研究センターの酒井です。忍者の修行法
として「植物の芽の上を毎日ジャンプする」という
俗説があります。植物は日々成長するので、高さも
毎日レベルアップしていく、というものです。実は
これは明治以降にどこかの誰かが言いだしたもので
す。こんなの竹でやってみたら数日でゲームオーバ
ーです。そこで、私が小さい頃にやっていた竹を使
った修行を紹介しましょう。タケノコは掘らずに放
置しておくと竹になりますよね。竹になりきる前、
3、4メートルくらいの、竹でもタケノコでもない若
竹になります。あれをぐらんぐらんと揺らします。
そして、先っぽがゴキ！と折れて落ちて来るのを素

早く避ける！幼い頃やったことがあ
る方もいるかもしれませんが、もち
ろん危ないので真似しないでくださ
い。そして、子供というのは「土地」
の概念が薄いので、他人様の竹やぶ
でこれをやってしまいます。案の定、
親にド叱られ、地主のおうちに謝りに行きました。
しかし、令和で立場は逆転です。土地は放置されて
しまい、侵入してきた地下茎で、我が家の敷地が若
竹地獄と化しています。「すいません、竹が…」と
むかし謝りに行ったおうちにお願いしたくても、と
っくに空き家で、また若竹を揺らしています。

三重大学国際忍者研究センターだより 55の巻

「家康は伊賀盆地を馬で駆け抜けた！―大和・南伊賀
ルートを語る伊賀者由緒類と伊賀者・服部保次―」要旨

歴史作家・日本ペンクラブ会員　上島秀友
　『寛永諸家系図伝』によると、服部保次、通称「中」
の生国は伊賀で、家康の伊賀越えでの功で鉄砲同心
五十人を預かったとあるが、服部半蔵に比して無名
である。多くの伊賀者由緒文書は大和越えで共通し、
保次と思しき「服部仲」が登場するが、山城～信楽
～伊賀という通説の前に無視され、保次も黙殺され
てきた。『当代記』『創業記考異』『御年譜附尾』等、
家康一族による書は大和越えを記し、石見銀山奉行
に取立てられた竹村道清ら宛の家康書状からは竹内
峠を越え、和田織部宛家康書状からは高見峠に迂回
したことが想定される。これは『譜牒余録』にある
吉川家覚書と図や『御年譜附尾』と符合し、高見峠
まで伊賀衆が迎えに来たというから伊賀者由緒類を
補強する。また『寛政重修諸家譜』酒井重忠項の「大

和路に御馬を向られ、伊賀路を経て」という記事を
裏付ける。『信長公記』等は、家康は堺で本能寺の
変を知ったと記すが、その場合、家康が光秀のいる
京都に向かうとは思えず、『石川忠総留書』の内容
に疑問符が付く。『宇野主水日記』にある「計略」
とはこれを指すのか。以上から大和越えを再検証す
べきであり、大和越え否定の犠牲になった服部保次
にも着目すべきである。

2022年度後期市民講座第４回「家康は伊賀盆地を馬で駆け抜けた！―大和・南伊賀ルートを語る伊賀者由緒類と伊賀者・服部保次―」１月21日㈯
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掲載事業所募集中！！
あなたの会社やお店をPR致します！！会員ひろば

ヒカリ　うどん＆居酒屋　コーヒー 伊賀市ゆめが丘１丁目1-4
TEL 080-8127-8245

新規会員をご紹介ください
上野商工会議所では、新規会員の加入促進に努めて
おります。お知り合いの未加入事業所を是非ご紹介
ください。

会議所に入会するとこんなにオトク！！
⃝交流会で人脈が広がる
⃝各種セミナーや視察に参加できる
⃝融資や資金調達（コロナ支援金など）の相談が受けられる
⃝販路拡大のサポートが受けられる
⃝低コストで会報にチラシを折込できる
⃝上野商工会議所会議室・ホールを割安で借りられる

新規入会に関するお問い合わせ
　総務課　☎︎0595-21-0527

上野商工会議所会員募集中

営業時間　11：00 ～ 14：00　17：00 ～ 21：00
定 休 日　木曜日

　2022年4月に上野福居町でcafe＆barをオープンしましたが今回、心機一転ゆめが丘へ移転し、本年４月19日よ
りうどん＆居酒屋としてリニューアルオープン致しましたヒカリと申します。
　先代の味はそのまま生かし出汁はヒカリのオリジナルを付け加えご提供させて頂いております。
　cafe経験を活かし美味しいドリップコーヒーも味わって頂けます。当店のおススメは何といってもどて焼き‼

（1,000円・ハーフ500円）関西風白みそのコクのある一品となっております。オリジナルどて焼きを使用したど
てうどん（小700円・大800円）は自慢の一品です。居酒屋メニュー＋入手しにくい山崎12年・響・白州も揃えさ
せて頂いております。
　キッズスペースも完備しているのでご家族のご利用も可能です。キッズカードをお持ちのお子様はワンドリン
ク無料にさせて頂いています。
　皆様のご来店心よりお待ちしております。
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　昨年の花火大会では、皆様の多大なるご支援、ご協力を賜りましたことを、改めて厚くお礼
申し上げます。
　今年は “いつもの笑顔” に向けた第一歩として、露店ならびに会場内での飲食を４年ぶりに
解禁し、コロナ禍前の盛大な花火大会を目指します。そのために、1口でも多くのご協賛を心
よりお願い申し上げます。

開催日時　2023年７月23日 （日） 20：00 ～ （交通規制　18：00 ～ 21：00）
　　　　　※予備日：７月30日 （日）　※小雨決行、中止判断は当日9：00
開催場所　会場：上野運動公園一帯　　打上げ場所：上野運動公園前河川敷
広　　告　７月初旬　伊賀市広報に折込予定／上野商工会議所ホームページに掲載
協賛内容　協賛（１口） 10,000円　　特別協賛（１口） 50,000円
申込〆切　６月５日（月）

 会場内で物販・飲食等のブースを出店いただける方、キッチンカーで出店
いただける方を募集します。
花火大会を盛り上げていただける皆さまのご参加をお待ちしております！

募 集 数　ブース５店／キッチンカー５台　（申込多数の場合、抽選とさせていただきます。）
出店場所　上野運動公園ロータリー広場
出 店 料　3,000円
申込〆切　５月29日（月）
※詳細につきましては、今月号に折込の募集要綱をご確認の上お申し込みください。

伊賀市市民花火大会 開催について

市民夏のにぎわいフェスタ2023 開催について

キッチンカー・ブース出店者を募集中です！

協賛および出店申込書は今月号の商工会議所ニュースに折込しています。
当所ホームページからダウンロードも可能です。ダウンロードが難しい場合お問い合わせください。

　2001年から毎年５万人を超す人々が訪れ、伊賀地区最大の夏のイベントとして、伊賀市中心市
街地で開催して参りました夏のにぎわいフェスタですが、昨年度コロナ禍で形を変え、歩行者天
国をせず、分散型のイベントとして開催いたしました。今年はその２つの形のハイブリッド型イ
ベントとして銀座通りのみ歩行者天国にし、各店舗にて分散して盛大に開催します。

開催日時　2023年８月19日（土）　11時～ 18時30分（雨天決行 荒天中止）
会　　場　中心市街地一帯（銀座通りのみ歩行者天国を予定）
内　　容　◦「楽市」銀座通りにて飲食やフリーマーケットなど路面ブースの出店
　　　　　　　（伊賀市・名張市在住の方）
　　　　　◦「楽座」銀座通りにて市内の協力団体による催事、ステージパフォーマンス
　　　　　　　（伊賀市・名張市在住の方）
　　　　　◦「伊賀の産業展」駅前広場を会場に製造業を中心とした伊賀地域の産業PR
　　　　　◦「にぎわい市」　伊賀上野商店会連合会を軸とした中心市街地の各商店・
　　　　　　　　　　　　　 空き店舗等での催事　
　　　　　◦「まち歩き促進企画」　市内幼稚園（年長）の絵画作品をまちなかに展示、
　　　　　　　　　　　　　　　　 スタンプラリーの実施
申込〆切　◦「楽市」　５月19日（金）　※先着順　　◦「楽座」　５月19日（金）
　　　　　◦「伊賀の産業展」　６月２日（金）　　　◦ 「にぎわい市」　５月19日（金）
※詳細につきましては、上野商工会議所までお問い合わせください。
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ベストセラー紹介
（コミック・文庫除く）

令和５年４月期　提供 岡森書店 白鳳店
　伊賀忍者『服部半蔵』を題材にした、数少ない歴史
小説。気弱な家康に対して、高飛車に描かれている半
蔵。「おい、家康。おれが天をとらせてやるよ！」大
河ドラマ『どうする家康』の半蔵は、きっと絶対に言
わないセリフですね。のちの天下人・徳川家康と彼を
支えた半蔵の戦いと成長を描く物語。天正伊賀の乱か
ら伊賀越えのくだり
をじっくり読んでし
まうのもまた、伊賀
びとのサガかしら…
　小学校高学年から
読んでいただけます。

『服部半蔵　家康を天下人にした男　上・下』
小前亮　小峰書店　定価各1,650円（税込）

街とその不確かな壁
（村上春樹・新潮社・2,970円）

伊賀上野お散歩手帖
（首藤善樹・1,000円）

魔女と過ごした七日間
（東野圭吾・KADOKAWA・1,980円）

汝、星のごとく
（凪良ゆう・講談社・1,760円）

安倍晋三回顧録
（安倍晋三・橋本五郎・尾山宏・北村滋・中央公論新社・1,980円）

①

②

③

④

⑤

今月のおすすめの１冊

（※おすすめの１冊は商工会議所にもあります。）
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商工会議所会費　口座振替は6月12日㈪です 決算・申告実務研修会の日程について
　令和５年度前期分会費の納付をお願いする時期となりました。
　会員事業所の皆様には、５月下旬に「会費口座振替」のお知
らせを送付させていただき、６月12日（月）にご指定の預金
口座から引き落としさせていただきます。
　「口座振替」の手続きを済まされていない会員事業所の皆様
には、従来通り納付書〈振込み用紙〉を送付させていただきます
ので、６月30日（金）までに最寄の金融機関（納付書に記載）
からお振込みいただくか、当所窓口での納付をお願いいたします。
　口座や事業所登録に変更がある場合、５月31日（水）までにご
連絡をお願いします。

会費の納付は、便利な口座振替を！！！
　「口座振替」の手続きがまだお済みでない方は、お振込みい
ただく際の手間と手数料のご負担をなくすため、お早めにお申
し込みください。
お問合せ　上野商工会議所　総務課　☎21-0527　FAX24-3857

　法人企業経営者・経理担当者の方を対象に、法人税、
消費税等の誤りやすい事例をはじめ実務に役立つ情報を
分かりやすく説明します。
　今回も、「自主点検チェックシート」「インボイス制度」
の説明も行い、特別に質疑応答の時間を１時間もうけさ
せていただきますので、この機会に是非ご利用ください。
日　時　６月６日（火）14：00 ～ 16：00（予定）
会　場　ゆめテクノ伊賀
　　　　〒518-0131　伊賀市ゆめが丘一丁目3番地の3
内　容　「わかりやすい会社の決算・申告の実務」について
講　師　上野税務署　法人課税部門　担当官
受講料　法人会、上野商工会議所、名張商工会議所、
　　　　伊賀市商工会の会員の方は無料
　　　　その他の方は、2,000円
　　　　事前に申し込みが必要です。
申込先　（一社）伊賀法人会　TEL24-5774　FAX24-5796


